
号

外�
平

成
二
十
四
年

四

月

一

日

目

次

規

則

○
岐
阜
県
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

労
働
雇
用
課)

一
ペ
ー
ジ

公

示

○
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
及
び
住
所
の
変
更
に
関

す
る
公
示

(

労
働
雇
用
課)

四

規

則

岐
阜
県
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
三
十
九
号

岐
阜
県
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
訓
練
手
当
支
給
規
則(

昭
和
四
十
一
年
岐
阜
県
規
則
第
百
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
第
一
項
中｢

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設｣

の
下
に｢

又
は
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定

求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律(

平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号)

第
四
条
第
一
項
の
認
定

を
受
け
た
職
業
訓
練
施
設｣

を
加
え
、｢

公
共
職
業
訓
練｣

を｢

職
業
能
力
開
発
施
設
等
の
行
う
訓
練｣

に
改
め
、｢

職
場
適
応
訓
練｣

と
い
う
。)

を
受
け
て
い
る
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者｣

の
下
に｢(

以
下｢

支
給
対
象
者｣

と
い
う
。)｣

を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
本
文
中｢

前
条
の
規
定
に
該
当
す
る
者(

以
下｢

支
給
対
象
者｣

と
い
う
。)

が
公

共
職
業
訓
練｣

を｢

支
給
対
象
者
が
職
業
能
力
開
発
施
設
等
の
行
う
訓
練｣

に
、｢

｢

職
業
訓
練｣｣

を

｢｢
職
業
訓
練
等｣｣

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中｢

職
業
訓
練｣

を｢

職
業
訓
練
等｣

に
改
め
、
同
条

第
二
項
た
だ
し
書
中｢

公
共
職
業
訓
練｣

を｢

職
業
訓
練
等｣

に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中｢

職
業
訓
練｣

を｢

職
業
訓
練
等｣

に
改
め
、｢

応
じ
て｣

の
下
に｢

四
十
日
分

を
限
度
と
し
て｣

を
加
え
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中｢

職
業
訓
練｣

を｢

職

業
訓
練
等｣
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中｢
職
業
訓
練｣

を｢

職
業
訓
練
等｣

に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
中｢

第
五
号｣

を｢

第
四
号｣

に
、｢

第
八
号
の
二｣

を｢

第
八
号
の
三｣

� � ��������� � � � � � � � ��

○

○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日



に
改
め
、
同
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中｢

公
共
職
業
訓
練｣

を｢

職
業
訓
練
等｣

に
、｢

当
該
職
業
訓
練｣

を｢

当
該
職

業
訓
練
等｣
に
、｢

、
職
業
訓
練｣

を｢

、
職
業
訓
練
等｣

改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

職
業
訓
練｣

を

｢

職
業
訓
練
等｣
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中｢

職
業
訓
練｣

を｢

職
業
訓
練
等｣

に
、｢

、
別
記
第
七
号
様
式｣

を｢

別
記
第

七
号
様
式
、
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項

の
認
定
を
受
け
た
職
業
訓
練
施
設
に
お
い
て
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
別
記
第
八
号
様

式｣

に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

� � � � � � � � ��������� � ��



第８号様式 (第10条関係)

訓練手当支給申請書 ( 年 月分)

岐阜県知事 様
年 月 日

住所

氏名 �
年 月分の訓練手当の支給を次のとおり申請します｡

支
給
申
請
内
容

訓練期間 年 月 日～ 年 月 日

訓練が行われなかつた日数 日

訓練を受けなかつた日

①やむを得ない理由による日数 日

①のうち疾病又は負傷により連続して14日を超えた日数 日

②やむを得ない理由のない日数 日

訓練を受けた日 日

家族と別居して寄宿していない日数 日

添付書類 (やむを得ない理由を証明する書類等) □医師の診断書等
□遅延証明書等
□その他 ( )

手
当
内
訳

基本手当

日数 日

日額 日

金額 日

受講手当

日数 日

日額 日

金額 日

通所手当

日数 日

日額 日

金額 日

寄宿手当

日数 日

日額 日

金額 日

合計額 日

当月請求額 日

保留額 日

求職者支援訓練施設による受講証明

右のカレンダーに該当する印を付けてください｡�職業訓練が行われなかつた日 ＝印 (取消線)�職業訓練を受けなかつた日 ×印

月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

特記事項

上記の記載事項に誤りのないことを証明します｡

年 月 日

求職者支援訓練を行う施設の所在地

施設の長 �

� � ��������� � � � � � � � ��



附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

示

○
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
変
更
に
つ
い
て

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号)

第
二
十
七
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

変
更
の
あ
っ
た
事
項

事
務
所
の
名
称

(

変
更
前)

山
ゆ
り
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

(

変
更
後)

ひ
だ
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ぷ
り
ず
む

事
務
所
の
所
在
地

(

変
更
前)

高
山
市
山
田
町
八
三
一
番
地
四
三

(

変
更
後)

高
山
市
天
満
町
四
丁
目
六
四
番
地
八

第
一
ビ
ル
一
階

二

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

� � � � � � � � ��������� � ��
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


